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○鳥取市プールの設置及び管理に関する条例 

昭和４９年６月２８日 

鳥取市条例第２５号 

（目的） 

第１条 この条例は、地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第２４４条の２及び第

２２８条第１項の規定に基づき、プールの設置及び管理並びに使用料等について、

必要な事項を定めることを目的とする。 

（本条…一部改正〔昭和６０年条例１７号・平成１７年９８号・１８年３０

号・１９年３５号〕） 

（設置及び名称） 

第２条 市民の体育振興と健康の増進を図るため、プールを次のとおり設置する。 

名称 位置 

鳥取市国府町農村勤労福祉セン

タープール 

鳥取市国府町町屋 

鳥取市福部町ほっとスイミング

プール 

鳥取市福部町海士 

鳥取市河原市民プール 鳥取市河原町曳田 

（本条…全部改正〔昭和６０年条例１７号〕、一部改正〔昭和６１年条例１

５号・平成４年３７号・７年２号・１６年１６０号・１９年３５号・令和２

年５３号〕） 

（使用の許可等） 

第３条 プールを使用しようとする者は、あらかじめ市長の許可を受けなければなら

ない。 

２ 市長は、必要があると認めるときは、前項に規定する使用の許可に、プールの管

理のため必要な範囲内で条件を付すことができる。 

（見出…一部改正・２項…追加〔平成１７年条例９８号〕、１項…一部改正
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〔平成１８年条例３０号・２４年３２号〕） 

第４条 削除 

（〔平成１７年条例９８号〕） 

（使用の許可の基準） 

第５条 市長は、次の各号のいずれかに該当するときは、プールの使用を許可しない

ものとする。 

（１） 公の秩序又は風俗を乱すおそれがあると認めるとき。 

（２） 施設、設備、器具等を損傷し、若しくは滅失し、又はそのおそれがあると

認めるとき。 

（３） 暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律（平成３年法律第７７号）

第２条第２号に規定する暴力団の利益になると認めるとき。 

（４） 感染症（感染症の予防及び感染症の患者に対する医療に関する法律（平成

１０年法律第１１４号）第６条第１項に規定する感染症をいう。）の所見が認め

られるとき。 

（５） 酒気を帯びていると認められるとき。 

（６） 前各号に掲げるもののほか、プールの管理上支障があると認めるとき。 

（本条…一部改正〔平成１０年条例２１号・１２年７号〕、見出・本条…一

部改正〔平成１７年条例９８号〕、本条…一部改正〔平成１９年条例３５号・

２４年２号〕） 

（使用の許可の取消し等） 

第６条 市長は、プールの使用の許可を受けた者（以下「使用者」という。）が次の

各号のいずれかに該当するときは、プールの使用を制限し、若しくは停止し、又は

その使用の許可を取り消すことができる。 

（１） この条例又はこの条例に基づく規則の規定に違反したとき。 

（２） この条例の規定に基づく処分に違反したとき。 

（３） 使用の許可の条件に違反したとき。 
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（４） 緊急やむを得ない事由により、市がこれを使用する必要が生じたとき。 

（５） 前各号に掲げるときのほか、プールの管理上支障がある行為をし、又はそ

のおそれがあると認めるとき。 

（本条…一部改正〔平成１０年条例２１号・１２年７号〕、見出・本条…一

部改正〔平成１７年条例９８号〕） 

（使用料） 

第７条 使用者は、別表第３に定める使用料を納付しなければならない。 

２ 前項の使用料は、前納しなければならない。ただし、国又は地方公共団体が使用

する場合の使用料は、後納することができる。 

（本条…全部改正〔平成１９年条例３５号〕、１項…一部改正〔平成２４年

条例３２号・２９年３３号・令和２年５３号〕） 

（使用料の減免） 

第８条 市長は、公益上特に必要と認めるときは、使用料を減額し、又は免除するこ

とができる。 

（本条…全部改正〔平成１９年条例３５号〕） 

（使用料の不返還） 

第９条 既納の使用料は、返還しない。ただし、次の各号のいずれかに該当するとき

は、市長は、既納の使用料の全部又は一部を返還することができる。 

（１） 使用者の責めに帰さない理由により使用できないとき。 

（２） 使用の開始前に、使用の許可の取消しの申出があり、その理由が正当であ

ると認めたとき。 

（本条…全部改正〔平成１９年条例３５号〕） 

（特別の設備） 

第１０条 使用者がプールに特別な設備をしようとするときは、あらかじめ市長の許

可を受けなければならない。 

（旧７条…繰下〔昭和６０年条例１７号〕） 
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（原状回復の義務） 

第１１条 使用者は、使用を終了したときは、直ちに原状に回復して返還しなければ

ならない。 

（旧８条…繰下〔昭和６０年条例１７号〕、本条…一部改正〔平成１２年条

例７号・１７年９８号〕） 

（損害賠償の義務） 

第１２条 プールの施設、設備、器具等を損傷し、又は滅失した者は、市長の認定し

た損害額を賠償しなければならない。 

２ 第６条各号（第４号を除く。）の規定に基づく使用の許可の取消し等によって使

用者が損害を被っても、市は、賠償の責めを負わない。 

（旧９条…繰下〔昭和６０年条例１７号〕、２項…一部改正〔平成１２年条

例７号〕、１項…一部改正〔平成１６年条例１６０号〕、１・２項…一部改

正〔平成１７年条例９８号〕、１項…一部改正〔平成１９年条例３５号〕） 

（目的外使用等の禁止） 

第１３条 使用者は、プールを許可目的以外に使用し、又はその使用する権利を譲渡

し、若しくは転貸することができない。 

（旧１０条…繰下〔昭和６０年条例１７号〕） 

（禁止行為） 

第１４条 プール構内においては、次に掲げる行為をしてはならない。 

（１） 市長が承認した場合のほか、物品販売その他の営業行為を行い、広告物を

掲げ、又は宣伝ビラ等を配布すること。 

（２） 指定の場所以外で喫煙し、又は飲食すること。 

（３） その他市長が管理上支障があると認めること。 

２ 市長は、前項の規定に違反し、又はそのおそれのある者に対し、行為の中止又は

プールからの退去を命ずることができる。 

（本条…追加〔平成１０年条例２１号〕、本条…一部改正・２項…追加〔平



5/14 

成１２年条例７号〕） 

（指定管理者による管理） 

第１５条 鳥取市国府町農村勤労福祉センタープール及び鳥取市福部町ほっとスイミ

ングプールの管理は、法人その他の団体であって市長が指定するもの（以下「指定

管理者」という。）に行わせる。 

２ 指定管理者は、この条例及びこの条例に基づく規則の定めるところにより、適正

にプールの管理を行わなければならない。 

（本条…全部改正〔平成１７年条例９８号〕、１項…一部改正〔平成１８年

条例３０号・２９年３３号・令和２年５３号〕） 

（指定管理者の業務の範囲） 

第１６条 指定管理者が行う業務の範囲は、次のとおりとする。 

（１） プールの使用に関する業務 

（２） プールの施設及び設備の維持管理に関する業務 

（３） 前２号に掲げるもののほか、プールの管理上市長が必要と認める業務 

２ 前条第１項の規定により指定管理者に管理を行わせる場合の第３条、第５条、第

６条、第１０条、第１２条第２項及び第１４条の規定の適用については、第３条、

第５条、第６条、第１０条及び第１４条の規定中「市長」とあるのは「指定管理者」

と、第１２条第２項中「市」とあるのは「市及び指定管理者」とする。 

（本条…追加〔平成１７年条例９８号〕） 

（利用料金） 

第１７条 プールの使用に係る料金（以下「利用料金」という。）については、別表

第１及び別表第２に定める金額の範囲内で、あらかじめ市長の承認を受けて指定管

理者が定める。 

２ 利用料金は、指定管理者にその収入として収受させる。 

（本条…追加〔平成１７年条例９８号〕、１項…一部改正〔平成１８年条例

３０号・２４年３２号・２９年３３号・令和２年５３号〕） 
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（利用料金の減免） 

第１８条 指定管理者は、あらかじめ市長の承認を受けて定めた基準により、利用料

金を減額し、又は免除することができる。 

（本条…追加〔平成１７年条例９８号〕） 

（利用料金の不返還） 

第１９条 既納の利用料金は、返還しない。ただし、指定管理者は、あらかじめ市長

の承認を受けて定めた基準により、既納の利用料金の全部又は一部を返還すること

ができる。 

（本条…追加〔平成１７年条例９８号〕） 

（罰則） 

第２０条 市長は、詐欺その他不正の行為により、第７条の使用料の全部又は一部の

徴収を免れた者に対し、その徴収を免れた金額の５倍に相当する金額（当該５倍に

相当する金額が５万円を超えないときは、５万円とする。）以下の過料を科するこ

とができる。 

２ 前項に定めるもののほか、市長は、使用料の徴収を免れた者に対し、５万円以下

の過料を科することができる。 

（本条…追加〔平成１９年条例３５号〕） 

（委任） 

第２１条 この条例の施行に関し必要な事項は、規則で定める。 

（旧１１条…繰下〔昭和６０年条例１７号〕、旧１４条…繰下〔平成１０年

条例２１号〕、旧１６条…繰下〔平成１２年条例７号〕、旧１７条…繰下〔平

成１７年条例９８号〕、旧２１条…繰上〔平成１８年条例３０号〕、旧２０

条…繰下〔平成１９年条例３５号〕） 

附 則 

この条例は、昭和４９年６月３０日から施行する。 

（昭和５３年条例第１０号の改正附則省略） 
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附 則（昭和６０年３月２９日条例第１７号） 

この条例は、昭和６０年４月１日から施行する。 

附 則（昭和６１年６月２０日条例第１５号） 

この条例は、公布の日から施行し、昭和６１年５月６日から適用する。 

附 則（平成４年９月２５日条例第３７号） 

この条例は、平成４年１０月１日から施行する。 

附 則（平成７年３月２９日条例第２号） 

この条例は、平成７年４月１日から施行する。 

附 則（平成８年３月２５日条例第２４号） 

この条例は、平成８年４月１日から施行する。 

附 則（平成９年３月２６日条例第７号抄） 

（施行期日） 

１ この条例は、平成９年４月１日から施行する。（後略） 

（経過措置） 

２ この条例（前項各号に掲げる改正規定を除く。）による改正後の条例（以下「改

正後の条例」という。）の規定は、平成９年４月１日（以下「適用日」という。）

以後に納付すべきものについて適用し、適用日の前日までに納付すべきものについ

ては、なお従前の例による。 

３ 改正後の条例の施行の際現になされている使用又は利用の許可に係る使用料及び

適用日の前日までの使用又は利用により適用日以後に納付すべき義務が生じる使用

料については、前項の規定にかかわらず、なお従前の例による。 

附 則（平成１０年３月２４日条例第２１号） 

この条例は、平成１０年４月１日から施行する。 

附 則（平成１２年３月２８日条例第７号抄） 

（施行期日） 

１ この条例は、平成１２年４月１日から施行する。ただし、次に掲げる規定は、同
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年６月１日から施行する。 

（１）～（３５） （略） 

（３６） 第４８条中鳥取市プールの設置及び管理に関する条例第１６条を第１７

条とし、第１５条の次に１条を加える改正規定 

（３７）～（４６） （略） 

（経過措置） 

２ この条例の施行の際現にこの条例の規定による改正前の条例に基づく規則又は規

程の規定により行われた処分、手続その他の行為は、この条例の規定による改正後

の条例の相当規定によりなされた処分、手続その他の行為とみなす。 

附 則（平成１２年３月２８日条例第１０号） 

（施行期日） 

１ この条例は、平成１２年４月１日から施行する。 

（経過措置） 

２ この条例による改正後の条例の規定は、この条例の施行の日以後に施設の使用又

は利用の申込みをした者について適用し、同日前までに施設の使用又は利用の申込

みをした者については、なお従前の例による。 

附 則（平成１４年３月２６日条例第６号） 

この条例は、平成１４年４月１日から施行する。 

附 則（平成１６年９月３０日条例第１６０号） 

（施行期日） 

１ この条例は、平成１６年１１月１日から施行する。 

（経過措置） 

２ この条例の施行の日（以下「施行日」という。）前に国府農村勤労福祉センター

の設置及び管理に関する条例（昭和５５年国府町条例第８号）、福部村屋内プール

等の設置管理条例（平成６年福部村条例第９号）又は河原町営プールの設置及び管

理に関する条例（昭和４２年河原町条例第２１号）（以下これらを「編入前の条例」
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という。）の規定によりなされた処分、手続その他の行為は、この条例による改正

後の鳥取市プールの設置及び管理に関する条例の相当規定によりなされたものとみ

なす。 

３ 施行日前にした行為に対する罰則の適用については、なお編入前の条例の例によ

る。 

附 則（平成１７年３月２９日条例第２９号） 

この条例は、平成１７年４月１日から施行する。 

附 則（平成１７年９月３０日条例第９８号） 

（施行期日） 

１ この条例は、平成１８年４月１日から施行する。 

（経過措置） 

２ この条例の施行の際現にこの条例による改正前の鳥取市プールの設置及び管理に

関する条例の規定によりなされた処分、手続その他の行為は、この条例による改正

後の鳥取市プールの設置及び管理に関する条例の相当規定によりなされたものとみ

なす。 

附 則（平成１８年３月２７日条例第３０号抄） 

（施行期日） 

１ この条例は、平成１８年９月１日から施行する。ただし、別表第１の改正規定は、

同年４月１日から施行する。 

（経過措置） 

２ この条例の施行の際現にこの条例による改正前の鳥取市プールの設置及び管理に

関する条例の規定によりなされた処分、手続その他の行為は、この条例による改正

後の鳥取市プールの設置及び管理に関する条例（以下「新条例」という。）の相当

規定によりなされたものとみなす。 

（鳥取市多目的スポーツ広場の設置及び管理に関する条例の一部改正） 

４ 鳥取市多目的スポーツ広場の設置及び管理に関する条例の一部を次のように改正
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する。 

（次のよう略） 

附 則（平成１９年６月２６日条例第３５号） 

この条例は、平成１９年７月１日から施行する。 

附 則（平成２４年３月２２日条例第２号） 

この条例は、平成２４年４月１日から施行する。 

附 則（平成２４年９月２６日条例第３２号） 

（施行期日） 

１ この条例は、平成２５年４月１日から施行する。 

（経過措置） 

２ この条例による改正後のそれぞれの条例の規定は、この条例の施行の日（以下「施

行日」という。）以後に納付すべきものについて適用し、施行日の前日までに納付

すべきものについては、なお従前の例による。 

３ 施行日の前日までの使用、利用又は入館により施行日以後に納付すべき義務が生

じる使用料、利用料金又は観覧料については、前項の規定にかかわらず、なお従前

の例による。 

附 則（平成２９年６月２７日条例第２５号） 

この条例は、公布の日から施行する。 

附 則（平成２９年９月２５日条例第３３号） 

（施行期日） 

１ この条例は、平成３０年４月１日から施行する。 

（経過措置） 

２ この条例の施行の際現にこの条例による改正前のそれぞれの条例の規定によりな

された処分、手続その他の行為は、この条例による改正後のそれぞれの条例の相当

規定によりなされたものとみなす。 

附 則（令和２年１２月２３日条例第５３号） 
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この条例は、公布の日から施行する。 

別表第１（第１７条関係） 

（本表…全部改正〔平成２４年条例３２号〕、一部改正〔平成２９年条例２

５号・２９年３３号〕、本表…一部改正・旧別表第２…繰上〔令和２年条例

５３号〕） 

鳥取市国府町農村勤労福祉センタープール利用料金 

区分 利用料金 

個人利用 一般 １回につき２００円 

回数券（１１回分）２，０００円 

小学生 １回につき５０円 

回数券（１１回分）５００円 

中学生、高齢者 １回につき１００円 

回数券（１１回分）１，０００円 

障害者等、小学校就学前の者 無料 

備考 

１ 「１回」とは、４時間以内の利用とする。 

２ １時間未満は、１時間とする。 

３ 「高齢者」とは、６５歳以上の者をいう。 

４ 「障害者等」とは、次の各号のいずれかに該当する者をいう。 

（１） 身体障害者手帳、療育手帳、精神障害者保健福祉手帳、特定医療費（指

定難病）医療受給者証又は障害福祉サービス受給者証の所持者及びその付添

人 

（２） 介護保険法（平成９年法律第１２３号）の規定により、要介護状態又は

要支援状態と認定された者及びその付添人 

５ 日曜日、土曜日及び祝日（国民の祝日に関する法律（昭和２３年法律第１７８
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号）第２条に規定する祝日及び第３条に規定する休日をいう。以下同じ。）に小

学生又は中学生（市民に限る。）が利用する場合は、無料とする。 

別表第２（第１７条関係） 

（本表…全部改正〔平成２４年条例３２号〕、一部改正〔平成２９年条例２

５号〕、旧別表第３…繰上〔令和２年条例５３号〕） 

鳥取市福部町ほっとスイミングプール利用料金 

区分 利用料金 

個人利用 一般 １回につき４００円 

回数券（１１回分）３，０００円 

小学生 １回につき１００円 

回数券（１１回分）７５０円 

中学生、高齢者 １回につき２００円 

回数券（１１回分）１，５００円 

障害者等、小学校就学前の者 無料 

水泳教室 入会金 １人につき２，０００円 

会費 １月につき９，０００円以内で教室の区

分ごとに規則で定める額 

通年会員 一般 １年につき１５，０００円 

小学生 １年につき３，７５０円 

中学生、高齢者 １年につき７，５００円 

半年会員 一般 ６月につき９，０００円 

小学生 ６月につき２，２５０円 

中学生、高齢者 ６月につき４，５００円 

備考 

１ 「１回」とは、４時間以内の利用とする。 
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２ １時間未満は、１時間とする。 

３ 「高齢者」とは、６５歳以上の者をいう。 

４ 「障害者等」とは、次の各号のいずれかに該当する者をいう。 

（１） 身体障害者手帳、療育手帳、精神障害者保健福祉手帳、特定医療費（指

定難病）医療受給者証又は障害福祉サービス受給者証の所持者及びその付添

人 

（２） 介護保険法の規定により、要介護状態又は要支援状態と認定された者及

びその付添人 

５ 日曜日、土曜日及び祝日に小学生又は中学生（市民に限る。）が利用する場合

は、無料とする。 

別表第３（第７条関係） 

（本表…追加〔平成２４年条例３２号〕、一部改正〔平成２９年条例２５号〕、

旧別表第４…繰上〔令和２年条例５３号〕） 

鳥取市河原市民プール使用料 

区分 金額 

個人使用 一般 １回につき２００円 

回数券（１１回分）２，０００円 

小学生 １回につき５０円 

回数券（１１回分）５００円 

中学生、高齢者 １回につき１００円 

回数券（１１回分）１，０００円 

障害者等、小学校就学前の者 無料 

専用使用 １コース１時間につき１，０００円 

備考 

１ 「１回」とは、４時間以内の使用とする。 
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２ １時間未満は、１時間とする。 

３ 「高齢者」とは、６５歳以上の者をいう。 

４ 「障害者等」とは、次の各号のいずれかに該当する者をいう。 

（１） 身体障害者手帳、療育手帳、精神障害者保健福祉手帳、特定医療費（指

定難病）医療受給者証又は障害福祉サービス受給者証の所持者及びその付添

人 

（２） 介護保険法の規定により、要介護状態又は要支援状態と認定された者及

びその付添人 

５ 日曜日、土曜日及び祝日に小学生又は中学生（市民に限る。）が使用する場合

は、無料とする。 

 


